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津
山
市
中
北
上
の
国
道
一
八
一
号
北
側

に
あ
る
岩
屋
山
に
造
ら
れ
た
中
世
の
山

城
・
岩
屋
城
は
、
嘉か

吉き
つ

元
年（
一
四
四
一
）

年
に
築
城
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
作
西
部
か
ら
津
山
盆
地
を
臨
む
拠
点

の
城
と
し
て
数
々
の
攻
防
が
行
わ
れ
て

き
た
山
城
で
、
安
土
桃
山
時
代
に
は
、
備

前
の
宇う

喜き

多た

直な
お

家い
え

と
安
芸
の
毛も

う

利り

輝て
る

元も
と

の
争
点
と
な
り
ま
す
。

　

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
三
月
、
毛
利

方
の
芦あ

し

田だ

氏
の
守
る
岩
屋
城
は
宇
喜
多

方
の
攻
撃
を
受
け
落
城
し
、
宇
喜
多
直

家
の
叔お

母ば

聟む
こ

と
い
わ
れ
る
浜は

ま

口ぐ
ち

家い
え

職も
と

が

城
主
と
な
り
ま
す
が
、
毛
利
輝
元
か
ら

こ
の
岩
屋
城
奪
還
を
命
じ
ら
れ
た
の
が

葛く
ず

下か

城じ
ょ
う

（
鏡
野
町
山
城
・
中
谷
）
城
主
・

中
村
頼よ

り

宗む
ね

で
す
。

　

中
村
頼
宗
の
岩
屋
城
攻
略
に
つ
い
て

は
、
後
に
書
か
れ
た
色
々
な
資
料
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
に
食
い
違
い
も

あ
る
の
で
す
が
、
お
お
む
ね
以
下
の
内

容
で
す
。

　

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）、
岩
屋
城
が

正
攻
法
で
は
落
と
せ
な
い
こ
と
を
悟
っ

た
頼
宗
は
奇
襲
作
戦
を
思
い
つ
き
ま
す
。

ま
ず
正
面
の
大
手
門
に
、
同
じ
毛
利
方

に
属
す
る
桜
井
直な

お

豊と
よ

を
大
将
に
、
頼
宗

の
配
下
で
あ
る
木
村
勘か

ん

兵べ

衛え

ら
二
〇
〇

余よ

騎き

を
配
置
し
、
背
後
か
ら
は
西
浦
城

（
養
野
）
城
主
・
大
原
主か

ず

計え
の

助す
け

（
介
）
を

隊
長
と
し
て
、
二
十
四
・
五
歳
か
ら
四
〇

代
の
三
十
二
名
の
勇
士
を
選
抜
し
て
決

死
隊
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

岩
屋
城
の
西
北
は
非
常
に
険
し
い
崖が

け

で
、
人
が
通
行
で
き
る
場
所
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
警
備
が
手
薄
で
し
た
。
そ
こ
で

三
十
二
名
の
勇
士
は
、
六
月
二
十
五
日
の

風
雨
の
夜
に
奇
襲
を
決
行
し
、
こ
の
険
し

い
崖
を
よ
じ
登
り
、
城
の
背
後
へ
と
到

達
し
城
内
へ
攻
め
込
み
ま
す
。
予
想
も

し
な
か
っ
た
場
所
か
ら
攻
め
ら
れ
た
城

兵
は
混
乱
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
大
手

門
の
二
〇
〇
余
騎
の
軍
勢
も
攻
め
寄
せ

た
た
め
、
城
兵
は
総
崩
れ
と
な
り
落
城

し
、
城
主
・
浜
口
家
職
も
討
ち
死
に
し

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
毛

利
輝
元
は
三
十
二
人
の
勇
士
に
感か

ん

状じ
ょ
う

（
感

謝
状
）
を
送
り
、
頼
宗

は
輝
元
の
命
令
で
岩
屋

城
の
城
主
と
な
り
ま
し

た
。『
作
陽
誌
』
に
は
、

岩
屋
城
攻
め
に
際
し
頼

宗
が
羽
出
の
大
日
山
光

明
寺
を
参
詣
し
て
戦
勝

祈
願
し
、
戦
に
勝
利
し

た
後
に
寺
を
修
復
し

て
、
自
身
の
守
り
と
し

て
持
っ
て
い
た
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

像
を
奉
納
し
た
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

三
十
二
人
の
勇
士
に
つ
い
て
は
全
員

の
名
前
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
資
料
に

よ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
名
前
が
違
い

ま
す
が
、『
作
陽
誌
』『
美
作
略
史
』『
美

作
古
簡
集 

下
巻
』『
美
作
古
城
史
』『
陰

徳
記
』
な
ど
の
資
料
か
ら
総
合
す
る
と
、

武
本
又
三
郎
・
武
本
源げ

ん

兵べ

衛え

・
立
石
孫
一

郎
・
大
林
久
助
・
西
尾
与
九
郎
・
桜
井
藤と

う

兵べ

衛え

直な
お

喬た
か

・
桜
井
久
次
郎
直な

お

澄ず
み

・
須
藤

市い
ち

右え

衛も

門ん

・
原
田
藤
七
郎
・
片
山
左さ

馬ま
の

助す
け

秀ひ
で

胤た
ね
・
福
田
助
四
郎
・
村
上
六
郎
太
郎
・

石
井
五ご

郎ろ
う

太だ
ゆ
う夫
・
辻
新
次
郎
正ま

さ

忠た
だ

の
十
四

名
の
名
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

武
本
又
三
郎
・
源
兵
衛
の
兄
弟
は
黒
木
、

大
林
久
助
は
上
森
原
、
桜
井
藤
兵
衛
・
久

次
郎
の
兄
弟
は
塚
谷
、
片
山
左
馬
助
は

吉
原
も
し
く
は
古
川
に
在
住
す
る
国こ

く

人じ
ん

（
地じ

侍ざ
む
ら
い

）
で
、
隊
長
の
大
原
主
計
助
は
養

野
の
西
浦
城
主
、
大
手
門
攻
め
を
指
揮

し
た
桜
井
直
豊
は
藤
兵
衛
ら
兄
弟
の
父

で
す
か
ら
、
美
作
の
戦
国
時
代
の
合
戦

の
中
で
も
名
高
い
岩
屋
城
奇
襲
攻
略
の

要
と
し
て
、
現
在
の
鏡
野
町
域
の
侍
た

ち
が
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
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